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研究成果の概要（和文）： 
地域在住高齢者において知的活動能力やコミュニケーション能力の低下、転倒既往、運動

習慣の乏しいこと、同居人のいる状況でも日常的に一人で食事を摂る「孤食」の状況等が

重要な抑うつ危険因子であることがあきらかとなった。また、抑うつ高齢者は有意に死亡率

が高いことが 8 年間の縦断研究のなかで明らかとなった。運動教室や回想法などのグループ

ワークによる介入効果は統計的有意とはならなかったが、抑うつ者の割合が低下する傾向

をみとめた。 
 
研究成果の概要（英文）： 
We clarified that lower intellectual activity, poor ability of communication, history 

of fall, poor exercise habits and eating alone are the risk factors of depression among 

the community-dwelling elderly. Further, 15-item geriatric depression scale predicts 

8-year mortality in older Japanese. Although intervention program for depression such 

as reminiscence and exercise did not show statistically significant effect, the 

proportion of depressive elderly was slightly declined. 
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１．研究開始当初の背景 
抑うつは高齢者の包括的診療に際して重要
である。また、メンタルヘルスなくして真の
健康はありえないことは明白であろう。しか
しながら、国内地域在住高齢者を対象とした
うつ頻度の報告は未だ十分とはいえず、その
危険因子やグループワークによる介入効果
に関しても不明点は多い。 
 
 
２．研究の目的 
（１）高齢者の新規抑うつ危険因子と関連因
子を同定すること。 
（２）高齢者の抑うつの有無が死亡率と関連
するか否かをあきらかにすること。 
（３）回想法教室や運動教室などのグループ
ワークをおこない、予防的うつ介入の効果を
検討すること。 
 
 
３．研究の方法 

高知県土佐町の地域在住高齢者、京都市の有

料老人ホーム・ライフイン京都入居高齢者を

対象として、質問紙によるうつ評価

（Geriatric Depression Scale-15：GDS)を

行うとともに、包括的機能の評価を縦断的に

行なって抑うつ危険因子の同定、死亡との関

連の検討を行う。また、有料老人ホーム入居

者を対象として、週 1回運動教室、回想法教

室を開催し、その抑うつ予防効果を検討した。                       

（１）2001 年、有料老人ホーム在住 65 才以

上の高齢者 254 名（男性 64 女性 190 平均

年齢 79.5+-6.5）を対象とし、GDS によって

抑うつを評価した。GDS スコア 6 点以上の抑

うつあり群と GDS スコア 5点以下の抑うつな

し群の 2群にわけて 8年間の Kaplan-Meir 分

析を行うと同時に、Cox 比例ハザードモデル

によって、ベースラインでの抑うつ、ADL 低

下、主観的 QOL 低下が年齢・性で調整しても

生命予後と関連するか否かを縦断的に検討

した。 

（２）2008 年 有料老人ホーム在住高齢者

173 名（平均年齢 81．3 歳 男 48 名 女 125

名）を対象として、抑うつと運動習慣の関連

について横断的に検討した。 

（３）2006 年土佐町在住高齢者 1259 名（回

収率 92．5％）を対象として、転倒スコア 21

点満点と GDS の相関を Spearman 順位相関係

数で横断的に検討した。また、過去一年間の

転倒既往群 397 名と非転倒群 862 名の 2群で

抑うつに差があるか否か検討した。 

（４）2008 年より有料老人ホームにおいて毎

週 1回の運動教室、ならびに回想法を中心と

したサロン形式のグループワークを実施し

て抑うつ予防効果を検討した。 

（５）2008 年 土佐町在住高齢者 857 名を対

象として、孤食群（284 名）と共食群（572

名）で抑うつ傾向に佐賀あるか否か検討した。 

 

 

４．研究成果 

（１）8 年間に 254 名中 40．6％の入居者が

死亡した。抑うつあり群 101 名（男 22 女 79）

は抑うつなし群 153 名（男 42、女 111）にく

らべて生存時間の有意な低下（Log Rank test 

P=0.002）を認めたが、この傾向は男性にお

いてフォローアップ期間早期から認められ

た。また、抑うつは年齢・性調整後ハザード

比 1.8（95%CI:1.2-2.6）の有意な生命予後予

測因子であった。基本的 ADL 低下、老研式活

動能力指標各項目非自立、主観的 QOL 低下も

それぞれ生命予後に対して有意な関連を認

めた。 

（２）GDS-15 の平均値は 4.2+3.6 で、10 点

以上の抑うつ状態をしめすものは 11%であっ

た。週 3回以上運動習慣のあるもの 101 名は、

週2回以下または全く運動習慣のないもの73

名と比べて有意に GDSスコアが低い結果であ

った。（運動群 3.0vs 非運動群 5.9） 

（３）土佐町地域在住高齢者の３１．６％が

1 年間に一回以上転倒している。うつ傾向は

転倒歴・転倒スコアと有意な関連があった。

転倒スコアと GDSスコアの間には有意な相関

関係があった。 （ rs=0.53 p<0.001） 

（４）虚弱な入居者が多いため運動教室、回

想法教室への継続的な参加者が十分に得ら

れず、グループワークの介入効果を統計的に

検討することは困難であった。しかし、半年

間の回想法教室の結果、参加者はトレイルメ

イキングテストの改善傾向を認めたほか、

GDS6点以上の抑うつ高齢者は当初 40.0%あっ

たが、2011 年には 32.5%に低下した。 

（５）孤食群では共食群に対して GDS スコア

が有意に高かった。（5.7±4.3vs 4.4±3.8） 
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